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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

植物は、器官を切除して培養することや、分化全能性をひきだすことが容易であることから、いかにも各器官、組織、細胞が自律分散的に生きているように見える。しかし、中枢神経系を持つ動物のような中央管理型の生命形態ではないにもかかわらず、各器官（細胞）の間では確実に情報のやりとりを行っていて、個体としての統一性を保っている。それでは、どのようにして各器官（細胞）の間で情報のやりとりを行っているのか。また、各細胞は、細胞自身の位置情報や、環境、発生プログラムをどのように認識して自分自身を分化させ"個体"を形作っているのか。

　植物における形態形成機構の基本原理を解明する上で、空間認識機構の解析は大きな命題となる。我々は、細胞間情報伝達因子としてペプチドホルモンに注目した。まず、合成ペプチドの機能を評価できる寒天培養、及び液体培養を用いたアッセイ系を確立し、ある種の合成ペプチドが茎頂分裂組織のサイズ、活性に影響を与えることを明らかにした。また、in situ MULDI TOF-MS法を開発し、12アミノ酸から成るCLV3ペプチドを直接植物組織から検出し、同定した。CLV3の機能単位である12アミノ酸の化学合成ペプチド（CLV3ペプチド）は、野生型植物体の茎頂分裂組織と根端分裂組織の縮小をもたらすことから、CLV3遺伝子の過剰発現と同等の効果を持つことが予想される。一方、clv1、clv2突然変異体は、CLV3ペプチドによる茎頂分裂組織の縮小効果に耐性を示し、地上部でCLV1とCLV2がCLV3を受容しているというこれまでの知見を強く支持する結果となった。CLV3ペプチドに耐性を示すサプレッサースクリーニングにより新規の受容体を新たに発見し、CLI1と名付けた。過剰発現の結果、茎頂分裂組織の縮小を誘導したことから、やはり、CLV3シグナル伝達系に関わる因子であることが示唆された。さらに、やはりCLV3ペプチドに耐性を示すsol2突然変異体の原因遺伝子を単離した結果、受容体キナーゼをコードすることが明らかになった。

　つまり、CLV3ペプチドが、空間認識機構における細胞間情報伝達因子として働き、CLV1, CLV2, CLI1, SOL2が受容体として機能するということが示唆された。トランジェントアッセイと生化学的な解析を組み合わせた研究により、SOL2とCLV2が結合することがあきらかとなり、生理学的な解析結果をあわせて考慮すると、少なくともCLV1経路と、CLV2-SOL2経路の２つの経路がCLV3ペプチドのシグナル伝達に寄与することを示唆した。

　今後の我々の研究展開により、細胞間情報伝達機構の詳細が明らかになり、植物形態形成における基本原理の一端が明らかになることを期待している。
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	欧文概要　ＥＺ
The plant meristem is a collection of stem cells. Dodeca-CLE peptides as noncell autonomous signals regulate multicellular meristematic homeostasis in higher plants, and synthetic CLV3 peptide induces shoot and root meristem consumption. Chemical genetic screening identified cli1 as a CLV3 peptide-resistant mutant in both the shoot apical meristem (SAM) and the root apical meristem (RAM). CLI1 encodes a leucine-rich repeat-receptor-like kinase (LRR-RLK) protein. Transgenic plants constitutively overexpressing CLI1 showed both shoot and root meristem consumption. We established that CLI1 gene expresses in both the SAM and the RAM regions. On the other hand, we investigated 27 synthetic CLE peptide function in the clv1-4, clv1-6, clv1-13, clv2-1, and sol2 mutants, and suggest that at least three CLE pathways regulate RAM homeostasis. Positional cloning of the sol2 mutant, that also showed CLV3 peptide resistance, identified a single amino acid substitution in a receptor-like kinase protein. These results suggest that CLI1 LRR receptor-like kinase and SOL2 receptor-like kinase have dual functions for the perception of noncell autonomous feedback signals in the regulation of both SAM and RAM homeostasis in Arabidopsis.
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